
  

  

 

 

 

 

２学期がスタートしました 

まだまだ夏の日差しが感じられる中、新しい ALT の先生と６年生の転入生１名をお迎えし、令和６年度平根小

学校の２学期がスタートしました。明るい子どもたちの声が校舎に響きわたり、学校にいつもの雰囲気が戻って

まいりました。 

始業式では、１．４．５年生の代表児童が夏休みの思い出や２学期のめあてについて作文を発表してくれまし

た。夏休み中にニジマス釣りに行ったこと、２学期は、もみじマラソンや音楽会に向けてマラソンやピアニカを

がんばりたいこと、読書１００冊以上に挑戦すること、漢字テストで１００点をとるためにノートに練習したり、

日頃から習った漢字を使ったりすることなど、２学期に向ける一人ひとりの思いが伝わってくる良い発表でした。 

学校長からは、今夏に開催されたパリオリンピックで活躍した早田ひな選手にちなんだお話がありました。利

き腕を負傷していたにも関わらず、諦めずに仲間やコーチのために奮起して試合に出続けたこと、そして、リザ

ーブとして支えてくれた木原選手にメダルをかけて共に喜びを分かち合っていた姿を紹介されました。児童の皆

さんも感謝の気持ちを大切にし、諦めずに挑戦していくことを大切にしてほしいというお話でした。 

８３日と日数のうえでは一番長い学期となりますが、もみじマラソンや音楽会、学年ごとの行事等もあり、充

実した実りの多い学期でもあります。季節のうつろいを感じながら、ご家庭とともに、子どもたちの成長を支え

ていかれたらと思います。２学期もどうぞよろしくお願いいたします｡ 

 

教職員の研修（夏休み編） 

約一ヶ月という長い夏休みでしたが、本校では長野県警察本部人身安全・少年課スクールサポーターの田中隆

幸様を講師にお招きして、非違行為防止研修を行いました。昨今、教職員の働き方や超過勤務、非違行為等につ

いて様々なメディアで話題となっていますが、子どもたちと接している私たちの心身状態が不安定では、良い教

育活動を展開し、子どもたちを明るい未来へと導いていくことはできません。教職員であることを改めて自覚し、

職場として非違行為を起こさない意識を高め合いました。裏面は職員の感想の抜粋になります。 

※裏面あり 
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教師という仕事は、長い時間をかけて信頼を得ていくわけですが、信頼を失うのは一瞬であり、自分だけでな

く、学校全体が不信感に満ちてしまいます。今一度、自己を見つめ直し、今後も非違行為防止に努めて参りたい

と思います。 

 

ようこそ サラ クック先生（新しい ALTの先生） 

２学期から、新たにサラ クック先生を ALT としてお迎えし、英語の授業をしていただくこととなりました。 

サラ先生はイギリスのご出身で、来日したばかりだそうです。日本語はこれから勉強されていくとのことでし

たが、明るく「初めまして」とあいさつしてくださいました。これから授業などを通して、英語に親しんだり、

イギリス文化について教えていただいたりすると思います。サラ先生には、月曜日の午後と木曜日の午前に来て

いただき、４．５．６年生を中心に教えていただきます。その関係で月曜日に予定されていた児童会が金曜日に

変わりますのでご承知おきください。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教科担任制の解除についてのお知らせ 

5 年・6 年の高学年専科を担当していた土屋 剛教諭が 6 月 30 日をもって一身上の都合でご退職なさり、その

後、代わりの先生を探しておりましたが、後任がいないため本校職員で対応することになりました。以下のとお

り教科担任を交代しますのでご報告させていただきます。 

 

＜教科担任の変更＞ 

4 学年 理科 …永渡教諭    5 学年 算数 …塚田教諭 萩原教諭    6 学年 体育 …森田教諭 

＜時間割の変更＞ 

一部の学級で時間割の変更があります。 

 

年度途中のことで、関係する児童・保護者の皆様にはご心配をおかけいたしますが、今まで以上に充実した授

業ができるよう努めて参りますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

・岡谷で起きた不審者と遭遇した小学生がとった行動のお話を聞いて、改めて防犯教室で学ぶことの大切さ

を実感しました。「24 時間公務員である」という言葉が印象的でした。 

・「教員は公務外でも教員」という言葉が一番印象的でした。常に見られているという意識を持って、公私に

わたり行動する必要があると思いました。 

・岡谷の事件のことは承知していましたが、防犯ブザーの確認は全く意識がありませんでした。他人事では

なく自分事として考えていきたいと思いました。 

・日常生活の中で、当たり前になりがちで、なおざりにしがちなところにこそ、非違行為の種になることが多

いのだと改めて実感しました。子どもたちの安全を考えると同時に、自分の私生活を見直し、特に運転は

好んでする方なので、スピード違反や居眠り運転に気をつけていきたいと思います。 

・非違行為は自分が気をつければ防げることがほとんどなので、教員として、人として、ルールを守って堂々

と生きていきたいです。また、仲間を守るという意味でも職場や家族でも声をかけていきたい。 

・「～だろう」「やったつもり」にならないように確実に確認する習慣を身につけたいと思いました。公務員と

して、教員として自覚と責任を改めて意識していきたいと思いました。 

・お話を聞きながら、日頃の自分の姿を振り返って考えていました。改めて気をつけて過ごしていきたいと

思いました。 


